


　県では、森林の持つ公益的機能を維持・増進す
るため、治山施設の整備と併せて、機能の低下し
た保安林において、治山事業による森林整備を行
っています。
　2024（令和６）年度は、立木の過密化、林内
照度の低下した保安林において、抜き伐りにより
下層植生の回復を図るとともに、筋工を面的に配
置して、表土流出を防止しました。また、荒廃し
た保安林を改良するために苗木の植栽を行い、山
地災害を未然に防止するとともに、二酸化炭素吸
収源である森林を整備・保全しました。治山事業
による森林整備面積の推移は表2－1－5－3のと
おりです。

２　　公的森林整備の推進　【森林保全課】

森林整備を実施した森林

表2－1－5－3　治山事業による森林整備面積 （単位：ha）

年度 R２ R３ R４ R５ R６
面積 185 269 206 182 139
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